第２０章　文化
宗教法人の概況
　宗教法人とは、神道系、仏教系、キリスト教系、諸教等の神社、寺院、教会、その他の教団等で宗教法人法によって設立された法人をいうが、大阪府下の宗教法人総数は、昭和58年３月31日現在6212法人で総数において前年より3法人増加した。
　内訳は神道系が前年度より1法人減の1082法人（総法人数の17.4パーセント）、仏教系は変らず3382法人（同54.4パーセント）、キリスト教系3法人増の234法人（同3.8パーセント）、諸教は1法人増の1514法人（同24.4パーセント）となっている。
宗教別のおもなものをみると、仏教系の真宗系が1479法人（総法人数の23.8パーセント）を占め、ついで諸教系の天理教が1436法人（同23.1 パーセント）で､この両派で全体の約半分を占めている。ついで、神道系の神社が702法人（同11.3パーセント）、仏教系の浄土宗系が511法人（同8.2パーセント）、真言宗系が358法人（同5.8パーセント）、日蓮宗系336法人（同5.4パーセント）となっている。
　地域別にみるとおもな地域は、大阪市2397法人（同38.6パーセント）、堺市466法人（同7.5パーセント）東大阪市443法人（同7.1パーセント）と、３市で同53.1パーセントとなっている。
興行場・娯楽施設の概況
　興行場法に基づく許可施設数（昭和58年３月末現在）は275場（前年より８場増）で、娯楽施設利用税の課税対象となった施設数（58年３月末現在）は5622場（同180増減）となり、合計5897場（同172場減）であった。
　これを市町村別にみると大阪市が3541場で全体の60.0パーセントを占め、ついで堺市335場、東大阪市282場の順になっている。
　又、種類別にみると麻雀場が3836場で、ついで打球場（パチンコ・スマートボール）751場、映画館189場、撞球場175場、ゴルフ練習場162場となっているが、前年に比べると打球場の72場増を除いて全般的に減少か横ばいとなっている。
耐久消費財の普及状況
耐久消費財で普及率が90パーセントを越えているものに整理ダンス（96.4パーセント）、洋服ダンス（96.3パーセント）、食器戸棚・サイドボード（94.2パーセント）、電気冷蔵庫（97.6パーセント）、電気掃除機（98.2パーセント）、電気洗たく機（99.1パーセント）､扇風機（96.1パーセント）､電気こたつ（95.6パーセント）、カラーテレビ（97.8パーセント）､電話（96.5パーセント）がある。逆に普及率が20パーセントに満たないものにふとん乾燥機（12.1パーセント）、セントランヒーテイング（3.6パーセント）、ビデオテープレコーダー（6.1パーセント）、８ミリ･ 16ミリ撮影機（12.0パーセント）、ピアノ（17.8パーセント）、電動工具セット（8.8パーセント）、ライトバン（7.4パーセント）、自動二輪車（14.3パーセント）、スポーツ・レジャークラブの会員権（6.3パーセント）がある。
　前回調査（昭和49年）に比ベガステーブル（18.6パーセント）、ガスレンジ（24.0パーセント）、電子レンジ（21.3パーセント）、ルームエアコン（29.4パーセント）、自転車（16.3パーセント）が大きく普及率を伸ばしている。白黒テレビ（27.6パーセント）、テープレコーダー（23.8パーセント）、ラジオ（18.4パーセント）は普及率が大きく落ちていて、カラーテレビ、ラジオカセットへの転換かと思われる。
　食器戸棚・サイドボード、扇風機は普及率が僅かではあるが落ちているが、1000世帯当たりの所有数量は逆に伸びている。
　一世帯当りの所有数量が1.5以上のものは整理ダンス（1.89）、食器戸棚・サイドボード（1.71）、扇風機（1.85）、電気こたつ（1.60）、自転車（1.75）である。
図書館の概況
　ここに述べる図書館とは、図書館法により設立された公共図書館のうち公立図書館をいい、私立図書館、学校図書館は含まれていない。府下の図書館数（分館を含む）は、昭和58年３月31日現在57館で前年より４館増である。設置者別にみると、府立２館、大阪市立17館、その他の市立36館、町立２館となっている。
　これらの図書館に所蔵されている図書冊数は、昭和57年度末現在585万冊で、この１年間に56万３千冊増加した。
　つぎに貸出状況をみると、57年度中に個人並びに団体等に貸出された図書は、1807 万１千冊にも及んでいる。このうち個人に貸出された冊数は1384万７千冊である。又、図書貸出登録者数は57年度末現在、個人が78万４千人、グループ等の団体は848団体となっている。
